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令和 6 年能登半島地震 

2024年1月1日に発生した能登半島地震は，能登半島北部を震源として発生した国内最大級の内陸地震（M7.6）

であり，とくに北陸3県（石川県，富山県，新潟県）において甚大な被害が発生しました。今回の地震では，地

震動や地殻変動，地盤の液状化に伴う激しい側方流動，中層建築物の倒壊や旧耐震家屋の崩壊などに加えて，地

震動と津波両方の外的作用や，斜面崩壊とそれに伴う河道閉塞など，複合災害が発生したことも特徴といえます。

さらに道路網やライフラインの復旧が遅れたことも社会的に大きな問題となりました。 

地盤工学会では 2024 年 1 月の発災直後から北陸支部内に令和 6 年能登半島地震災害調査団（金沢大学 小林

俊一団長）を組織し，災害情報の収集を開始しました。2 月には調査団を本部組織に移管し，9 部門（地盤振動，

災害レジリエンス・斜面災害，液状化・側方流動，盛土・擁壁・補強土，津波と地盤の相互作用，港湾・空港，

宅地，基礎構造物，ライフライン）に分かれて，精力的な災害情報の収集と発信が実施されてきました。2024年

3 月には「令和6 年能登半島地震調査報告会」が，また同年7 月には第59 回地盤工学研究発表会にて「令和6 年

能登半島地震特別セッション」が開催されました。さらに2025年には，調査団のこれまでの活動を踏まえた最終

報告が「地盤工学会災害報告論文集」として公開される予定です。本号では最終報告に向けたダイジェスト版と

位置づけ，令和6 年能登半島地震に関わる地盤災害の諸相と特徴について，部門別にご報告いただきました。地

震発生から1 年が経過したこの節目に，地盤工学的な観点から能登半島地震について改めて考える機会としてい

ただければ幸いです。 
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